
 

Fig.1 RM-CW LIDAR system. 

 

Fig. 2 Echo signals of the horizontally emitted laser beams at the ON 

(825.4992nm) and OFF wavelength.  
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対流圏湿度は気象庁により定常観測さ

れているが、安価な半導体レーザを用い

た定常観測ができれば好都合である。そ

こで差分吸収法とＭ系列[1]-[2]の手法を用

いて低パワーの半導体レーザを有効利用

することが考えられる。吸収線の 830nm

帯を利用すれば、高感度な検出器と安価

な半導体を利用できることに着目した。

Fig. 1 に擬似ランダム変調ライダー[1] [2]の１号機のシステム構成図を示す。2 台の半導体レーザ

を 100nsの幅にパルス化して（距離分解能のため）、交互に大気へ発射し、水蒸気の吸収線に合致

した波長とずれた波長の２波長を利用する[3]。Fig. 1 [4]では、レーザ望遠鏡の上に載せ光学系の

ロスを減らしたが、望遠鏡に載せるには、重過ぎ旋回性が悪かった。そこで、システムを光ファ

イバーで構成して別の台に載せ、ファイバーアウトを望遠鏡に取り付ける構成にした。 

外部共振器付半導体レーザを AOM で変調し１次光を利用する。ランダム変調する前に単純な差

分吸収法の評価のため、50s程度ほど時間差の交互に発射で幅 100nsのパルスを一定間隔で大気

へ照射した。レーザの波長は波長計でモニターした。その結果、期待したほど測定レンジが伸び

なかった。その理由は、

テーパーアンプで増幅し

たもののファイバーで構

成したためシステム全体

の効率が悪くなり、レー

ザ光パワーが弱くなった

ためと考えられる。 
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